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わたしたちは日本と韓国、そして朝鮮をはじめ、東アジアの真の平和を求め、これまで

日韓の市民連帯を続けてきました。 

一昨日 12 月 3 日、午後 10 時半頃、韓国の尹錫悦大統領は緊急談話を発表しながら、政

権に対する弾劾訴追をはじめとする政治家、官僚をはじめ韓国市民の抗議の声を封殺する

ために非常戒厳発を宣布する措置を断行しました。それに対し、韓国国会では直ちに 190

名全員が昨日午前 1 時頃、「非常戒厳令」解除要求を決議し、その結果、午前 5 時頃、尹錫

悦政権は「非常戒厳令」の解除を発表しました。 

この非常戒厳令措置に対し、大韓弁護士協会、韓国金属労働組合、韓国女性団体連合、

や韓国カトリック主教会議議長、そして「ユン・ソクヨル違法戒厳令糾弾、内乱罪のユ

ン・ソクヨル退陣 、国民主権実現のための全面的抵抗運動を宣言する全国民緊急行動」な

どの諸団体から抗議声明が発出され、市民運動の闘いは広がっています。 

非常戒厳令宣布はおよそ 6 時間半後に解除されたとはいえ、尹錫悦政権はこの度の理不

尽な非常戒厳令宣布措置によって憲法の保障する市民的権利を蹂躙した責任を追及する声

は一層高まりつつあります。さらに国会における尹錫悦大統領に対する弾劾訴追に至るま

での事態をこれまで招いた政治責任追及の動きはこれまで以上に高揚することが予想され

ます。 

わたしたちは今、日韓基本条約締結 60 年、そして日本の敗戦 80 年と韓国・朝鮮の解放

80 年となる来年 2025 年に向けて日本と韓国・朝鮮とが真の和解と平和の構築のために日

韓市民のさらなる相互理解と連帯を深めようとしています。わたしたちは、この東アジア

において疑心暗鬼と敵意をあおり、いたずらに軍事拡大に暴走し、南北朝鮮と東アジアの

緊張をかえって激化させる日韓両政府の軍事同盟化の道に断固反対します。 

わたしたちは、憲法 9 条の精神を尊重し、対話による平和外交と市民の連帯こそが東ア

ジアの平和構築の唯一最善の道と確信します。 

その理念を共有する韓国市民が尹錫悦政権の失政と暴挙に対し抗議しながら退陣を要求

する自由と民主主義の闘いに、私たちは熱い連帯の意志をここに表明します。 
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